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はじめに 
 

海溝型巨大地震である東海・東南海・南海地震は、過去周期的に発生してい

て、２１世紀に発生が危惧されており、近畿圏、中部圏などにおいて各種防災

対策を今後早急に確立することが必要であると言われている。 

そこで、当機構の災害科学研究会および地震災害予測研究会の共催により「巨

大地震の災害シナリオ 東海・東南海・南海地震―そのとき何が起こるか―」

をテーマとして「2002 年災害研究フォーラム」を開催した。本資料は、その記

録をまとめたものである。 

なお、本資料の文中にて、意の通らない点などがあれば、それは編集発行者

の責任である。 
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